	ニット製品製造業


ニット業界は、2年連続の暖冬と10月の消費税増税の影響で、秋冬物商品の販売が停滞した。2020年に入って新型コロナウイルスの影響から市況が急激に悪化し、厳しい状況がつづいている。国内生産は、現時点では受注分の対応で比較的順調に推移しているが、市況の悪化に伴い追加受注が見込めず、先の見通しの立たない企業が多い。採算面では、原料価格は落ち着いた動きも、物流コストなどコストアップ要因がある中で、市場の低価格志向は継続しており、利益の確保が課題となっている。今後は、新型コロナウイルスによる市場環境の変化への対応が、重要なポイントとなるとの話が多かった。
業界の概要

ニットとは、編物のことを意味し、編立方式の違いにより、縦糸を左右の糸に絡ませループを縦方向に形成する経（たて）編と一本の糸で横方向にループを形成する緯（よこ）編に分類される。

ニット製品業界は、編立業者、縫製業者、一貫生産メーカーに大きく分けられ、一貫生産メーカーであるニットメーカーやアパレルメーカーと問屋、商社などが商品企画開発を行い、社内加工と専門加工業者への委託生産を行う形態が中心となっている。

大阪の特徴
　2017年における大阪のニット製品製造業は、事業所数でニット生地製造業22、ニット製外衣・シャツ製造業75、ニット製下着製造業13、従業者数は同237人、695人、265人、製造品出荷額等は同34億4,300万円、55億5,000万円、297億9,000万円となっている。それぞれの規模は、2013年と比較すると、いずれも大幅に縮小し、製造品出荷額等でみると、ニット生地製造業16.7％、ニット製外衣・シャツ製造業18.4％となっているが、ニット製下着製造業のみ136.1％と増加している（表１）。

大阪府のシェアは、横編ニット生地は全国１位、綿丸編ニット生地、ニット製幼児用外衣、ニット製男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類、ニット製肌着は同２位、ニット製女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類、ニット製ブリーフ・ショーツ類では同３位の地位を占めており、国内有数のニット産地であるといえる（表２）。

受注は減少傾向
　ニット業界は、衣服・肌着ともに、ここ数年厳しい市況が続く中、2018年の秋冬は暖冬の影響で防寒衣料を中心に不調となった。2019年は春から市況の盛り上がりに欠ける中、10月の消費税増税の影響があり、駆け込み需要は限定的であったが、その後の落ち込みは大きかった。また２年続けての暖冬となり、冬物商品の動きは全般に悪い中で、2020年に入って新型コロナウイルスの影響から、2月以降、感染防止のための外出抑制、卒業式・入学式などのイベントの中止、百貨店など小売店舗の営業時間短縮や休業などがあり、特に3月以降は一層厳しい状況となっている。4月に入って、緊急事態宣言が発令されたことから、経済活動全般に停滞の動きが強まり、業界では小売業者からの商品の返品やキャンセルなどの動きも出だしているなど、将来への不安の声が多く聞かれた。
海外旅行者の増加に伴うインバウンド需要は、従来より影響は少なかったものの、2019年までは、観光地周辺店舗を中心に一定の需要があり、雑貨など関連分野での受注にも繋がっていた。しかし、2020年に入って新型コロナウイルスの影響から、海外旅行者さらに高齢者を中心とする国内旅行者も大幅に減少しており、販売は一層厳しくなっている。
商品別では、近年カシミヤやウールの定番ニット商品やカーディガンなどの軽い羽織もの、ビッグシルエットのカットソー商品など堅調な商品も見られるものの、大型のヒット商品はほとんどみられない。特に肌着関係は、これまで様々な機能性商品が開発されてきたが、一定の普及が進む中で、近年は革新的な商品が少なく、概して厳しいとの意見が聞かれた。
一方で、昨今の新型コロナウイルス対策により、感染対策のマスク不足が問題化する中、業界では繊維素材のマスクの製造販売への取り組み事例が増えている。しかし、資材の調達や製造工程・販路の確立などで課題もあり、需要は旺盛であるものの、取組の規模は限定的となっている。
販路別では百貨店や量販店などは近年厳しい状況が続く中で、新型コロナウイルスの影響が重なり、特に百貨店は営業時間の短縮や休業、外出抑制や消費ムードの沈滞などから、減少幅が大きく、極めて厳しい状況が続いている。ファッションビルやショッピングモールは比較的堅調であったが、非常事態宣言発令後は休業対応などで厳しい状況となっている。
一方で近年、スマホやアプリの普及に伴い、ＷＥＢ通販の利用が進んでいる中、今回の新型コロナウイルス対策での外出抑制の影響もあり、消費者の活用が一層増加している。サブスクリプションの衣服レンタル事業についても、一部に撤退の動きもあるなど競争が厳しくなっていたが、この環境の変化により、比較的好調に推移しているとの話も聞かれた。
輸入は頭打ち
ニット生地は、近年では2013年までは増加傾向で推移していたが、その後減少に転じている（表３）。国別では、中国からの輸入が増加しており、そのシェアは43.6％にまで拡大している。
ニット製品は、金額ベースでは、近年高いレベルを維持しているが、円安や現地労働コストの上昇などによるコスト上昇があり、2013年をピークに頭打ち傾向もみられる。トップシェアの中国からの輸入は近年減少傾向にあり、そのシェアは2008年に88.3％を占めた後は減少に転じ、2019年では59.0％にとどまっている。（財務省『貿易統計』）。それに対して、ベトナムなど第三国への発注が増加しているが、2020年に入って新型コロナウイルスの影響から、中国をはじめ海外の生産物流体制の問題から輸入の遅れが発生し、その後は市況の悪化による輸入量抑制の動きもあり、輸入の減少傾向は継続している。
国内生産は縮小傾向
素材メーカーや縫製事業者においては、近年の厳しい経営環境の中、社員の高齢化や設備の老朽化などを要因とする廃業の動きが続く一方で、取引先の国内回帰の動向などに対応して受注を確保している企業では、国の支援制度を活用して新たな設備投資による生産の効率化や内製化の強化など、事業体制を再構築する動きもみられる。2020年においては、既存受注を確保し通常稼働している企業が多かったが、新型コロナウイルスの影響から世界的な業界の展示会やアパレルや商社などの商品展示会も軒並み中止された他、外出抑制・テレワークの増加から商談の難しい環境が続いており、今後の受注確保への懸念は強まっている。実際、定番品の受注や海外製品の納品遅れへの対応での短納期受注が一部にみられたものの、通常の追加発注がなく、４・５月以降の仕事がないなどの話が多く聞かれ、従来順調に稼働していた事業者でも対応に苦慮している。
　収益、資金繰りは厳しい
　近年、市場の多様化に対応して、発注ロットの小口化や技術を要する複雑な加工の増加などから生産性向上が難しいことに加え、染料や物流などのコストアップ要因がみられる。一方で、市場では低価格志向が根強いことから、コストアップ分の価格への転嫁も難しく、採算確保に苦慮する企業が多くなっている。
また、新型コロナウイルスに起因する資金重要に対しては、公的融資制度を積極的に活用する企業は多く、当面の資金を確保できている企業もあるが、今後の状況次第では資金繰りに不安があるとの声も聞かれた。
　雇用環境は依然として厳しい
　近年、ベビーブーム世代の退職などから社内体制の維持のため求人活動を実施している企業はあるが、少子化の影響から若年を中心に求職者数が減少しており、雇用環境は厳しい状況が続いている。特に縫製などの専門技術を要する職種においては、経験を有する技術者が少なく、海外技術研修生でも十分な人数の確保が難しいとの話が聞かれた。そのため、勤務日数や時間などについて柔軟な勤務条件に対応するなどで、地元の主婦などの雇用を進める企業も見られた。
今後の見通し

　近年の市場のカジュアル化の進展に加え、昨今のテレワークの増加などから、ニット業界は今後も一定の需要増加が期待される状況にはあり、オリジナル商品の直販事業や小規模ブランドなどとのコラボレーション事業などから新たな事業機会の開拓に成功している企業もみられた。しかし、新型コロナウイルスの収束の見通しが立たない状況にあり、市況も急激に悪化していることから、慎重な見通しの企業が多かった。一方で、通常の経済活動が制限される中で、WEB活用の重要性が再認識されており、今後はその対応が企業業績を左右する可能性が高まっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野　顕弘）
※前回の調査時期は、2018年１～３月期

表１　大阪府のニット製品製造業の推移（従業員4人以上）
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2003年 53 9.7% 745 10.0% 20,667 13.7%

2008年 37 9.0% 600 9.9% 22,027 16.2%

2013年 28 8.6% 300 6.0% 4,111 4.2%

2016年 22 7.8% 246 5.3% 3,738 3.8%

2017年 22 8.3% 237 5.3% 3,443 4.2%

2003年 357 14.8% 3220 9.5% 48,131 16.7%

2008年 232 12.9% 2056 8.1% 33,229 15.2%

2013年 128 10.6% 1222 6.6% 16,275 10.7%

2016年 81 8.1% 720 4.4% 9,846 6.7%

2017年 75 8.0% 698 4.6% 8,850 6.8%

2003年 71 14.9% 919 9.1% 21,893 22.0%

2008年 35 12.0% 566 8.2% 28,063 34.2%

2013年 19 8.9% 251 5.0% 5,194 27.9%

2016年 10 6.0% 181 4.2% 27,815 35.9%

2017年 13 7.8% 258 5.8% 29,790 36.4%

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版

（注）従業員４人以上の事業所
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表２　主な品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（2017年）
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金額

（％）

都道府県

別順位

綿丸編ニット生地

9.7 7.7 ２位

合成繊維丸編ニット生地

4.8 3.6 ７位

横編ニット生地（半製品を含む）

22.7 24.1 １位

ニット製幼児用外衣

－ 13.7 ２位

ニット製アウターシャツ類

7.2 6.9 ４位

ニット製成人男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類

10.3 15.3 ２位

ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類

17.8 11.7 ３位

ニット製スポーツ上衣

5.0 4.0 ５位

ニット製スポーツ用ズボン・スカート

7.3 5.3 ４位

ニット製肌着

5.6 6.5 ２位

ニット製ブリーフ・ショーツ類

7.2 7.9 ３位

資料：経済産業省『経済センサス活動調査（品目編）』

（注）　従業者４人以上の事業所。


表３　ニット生地・製品の輸入高の推移

[image: image3.emf]メリヤス編物及びクロセ編物

金額

（百万円）

うち中国

（百万円）

中国のシェア

（％）

1998年 26,428 1,226 4.6%

2003年 11,107 1,373 12.4%

2008年 11,409 2,998 26.3%

2013年 15,237 4,957 32.5%

2018年 13,256 5,408 40.8%

2019年 12,873 5,607 43.6%

メリヤス編み及びクロセ編み衣類

金額

（百万円）

うち中国

（百万円）

中国のシェア

（％）

1998年 842,711 541,854 64.3%

2003年 925,992 767,901 82.9%

2008年 1,215,919 1,073,055 88.3%

2013年 1,530,214 1,229,287 80.3%

2018年 1,521,704 942,605 61.9%

2019年 1,489,522 878,438 59.0%

資料：財務省『貿易統計』各年度版
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